




















































２ 健全化への取組

（１） 新しい行財政改革大綱に基づく財政健全化への積極的な取組

①県債残高

②歳出のスリム化と歳入の確保

補助金・団体負担金の見直し

事務事業の徹底した見直し

その他

県税収入の確保

未利用財産売却等

その他

計

961資金運用の効率化 等

小計

財政の中期見通しと健全化への取組

（単位：億円）

23年度末

18,821

24年度末

18,339

区分

通常債残高

内容

2兆円程度を上限としてコントロール
・H24-H23：△482億円

区分

市町との協働等による徴収強化

未利用の県有地等の売却
外郭団体解散による寄附受入等

（単位：百万円）

2,011

9,047

11,075

665

4,170

23年度当初内容

サンセット方式の導入
市町向け補助金の見直し 等
旅費等事務費節減 更新車両の軽車両化
民間委託等の一層の活用 等
一般行政部門のスリム化
他会計等への歳出の見直し 等

24年度当初

17

16,871 14,691

840

295

4,795

歳
出
の
ス
リ
ム
化

歳
入
の
確
保

5,796

1,681

7,375

9,896

1,570

2,930

小計

平成２４年度当初予算策定時

- 25 -








































